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論　　文　　の　　要　　旨
　最近の実験技術の進展にともなってラ原子核の磁気能率やβ崩壊が精密測定されるようになり，そ
の結果ラ核が核子のみから成り立っていると考えるのではなく，中問子の自由度を明らさまに取り　　撫
上げ，核を核子と中問子の複合系として考えることが必要になってきた。このため，核子と中問子
が共存している系を自已無撞着に解くことが望まれる。しかしヨフェルミオンとボゾンの運動を同
時に場の理論を用いて解くことには、いろいろな問題が残されている。
　中問子場と核子系の間には，丁度電磁気学における誘電現象と同じように、中問子場が核子系を
分極し害核子系の分極によって新たな中聞子場が誘起するという関係がある。この両者間の関係の
研究がすすみラA．B．Migda1等は核内で強い中問子場が発生（中間子凝縮）し，それにともなって
核子系が相転移する可能性を指摘した。しかしラこれまではヨ議論の容易さのために、中問子凝縮
はほとんど核物質についてのみ議論されてきた。有限核における中問子場と核子系の分極との関係
を解明する必要がある。
　この論文は，π中問子凝縮に視点をおきながらラπ中問子場と核子系の分極の関係を明らかにした。
まず，通常の殻模型基底に立脚しラ核子が基本配位にある状態を殻模型状態と定義する。π中問子型
の核励起モードを考えるため、核内のπ中問子の運動方程式を鎖近似で立てる。これは核子系につい
てラπ中聞子と同じ量子数をもつ励起状態を乱雑位相近似で求めることに相当する。このようにして
得られた園有励起モードのうち一つについて、殻模型状態が不安定になりうることが導かれる。し
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かしラ現実の核で殻模型状態が不安定かどうかは雪核子問の短距離相関の強さにより結論が変わりラ
この強さが未確定な現在ラこの議論だけでは。不安定性について確定的な結論を出すことはできな
い。そこでヨ原子核で殻模型状態が不安定な場合と，安定な場合について，それぞれ検討する。
　殻模型状態が不安定だとラ原子核は殻模型状態ではなくなりヨπ中問子型固有モードに対応する状
態のπ中間子や核子一空孔対が核内に相当数存在する。したがってラこれらを生成する演算子を用い
てヨこれらのコヒーレント状態を新しいハートリー㊥フォック（HF）状態として用いラその振幅
は変分法で決定する。原子核160についてはラ短距離相関の強さが9㌧O．68以下であればπ申間子の
高濃度状態が生じることが解る。この91の物理的な値は確定していないがラO．8＞91〉O．5の間にあ
ると考えられている。
　殻模型状態が安定な場合にもヨ核子問にはテンソルカによる相関が生じている。上述の計算結果
から雪この場合でも核は前述の不安定点に近い状態にあり，核子問相関がきわめて顕著になってい
ると考えられる。このような相関はヨπ中問子と同じ量子数だけ変化する原子核遷移の行列要素を大
きく修正する。移行運動量が200MeV／c以下では遷移を強く抑制しヨそれ以上では強く高揚する特
徴的な効果を生じる。東北大核理研の6L亘（γ，π）6Heの実験結果はヨこのような考えでよく説明さ
れヨこれらの原子核は不安定点に近い状態にあると結論できる。
審　　査　　の　　要　　冒
　有隈核について，核内のπ申問子の励起モードをはじめて系統的に解明した点でヨこの論文は高く
評価できる。特に，π中聞子が高濃度で存在しているときの原子核構造を取り扱う手法は独自なもの
である。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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